
 

                       
 

1 
 

NYマーケットレポート（2015年 1月 12日) 

NY 市場では、原油相場が大きく下げたことでエマージング通貨が下落となったことや、米株価が下落したことを受けて、投資家のリスク回避

の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。特に、ユーロ/円は、10 月 31 日以来の安値を付ける動きとなるなど、円が大半の

主要通貨に対して上昇する動きとなった。また、原油の下落を受けて、産油国通貨のノルウェー・クローネやロシア・ルーブル、カナダ・ドルが

主要通貨に対して下落する動きとなった。 

TOKYO 東京終値 東京高値 東京安値 LONDON LD高値 LD安値

USD/JPY 118.33 118.51 118.11 USD/JPY 119.32 118.30

EUR/JPY 140.26 140.47 140.02 EUR/JPY 140.88 140.17

GBP/JPY 179.35 179.79 179.08 GBP/JPY 180.56 179.04

AUD/JPY 97.30 97.60 97.10 AUD/JPY 97.44 97.12

EUR/USD 1.1854 1.1871 1.1845 EUR/USD 1.1855 1.1786

終値 前日比 欧州主要株価 終値 前日比

休　場 英FT100 6501.42 +0.28

24026.46 +106.51 仏CAC40 4228.24 +49.17

3229.32 -56.10 独DAX 9781.90 +133.40

1920.95 -3.75 ST欧州600 339.87 +1.94

5422.70 -42.87  西IBEX35指数 9797.50 +78.50

27585.27 +126.89 伊FTSE MIB指数 18349.15 +172.06

3344.89 +6.45 南ア 全株指数 48468.39 +482.11

NEW YORK NY終値 NY高値 NY安値 米主要株価 終値 前日比

USD/JPY 118.33 119.21 118.13 米ダウ平均 17640.84 -96.53

EUR/JPY 140.02 140.61 139.75 S&P500 2028.26 -16.55

GBP/JPY 179.57 180.43 179.19 NASDAQ 4664.71 -39.36

AUD/JPY 96.52 96.98 96.38 その他主要株 終値 前日比

NZD/JPY 92.07 92.37 91.73   トロント総合 14265.01 -119.91

EUR/USD 1.1835 1.1847 1.1790   ボルサ指数 41780.78 -601.63

AUD/USD 0.8157 0.8170 0.8131 ボベスパ指数 48139.74 -700.51

コモディティー 終値 前日比

NY GOLD 1232.80 +16.70

NY 原油 46.07 -2.29

CMEコーン 402.00 +1.75

CBOT 大豆 1016.00 -36.25

米国債利回り 本　日 前　日

  2年債 0.55% 0.57%

  3年債 0.89% 0.93%

  5年債 1.39% 1.43%

  7年債 1.69% 1.74%

10年債 1.91% 1.96%

30年債 2.50% 2.54%

豪ASX200

インドSENSEX指数

1/13　経済指標スケジュール

08：50　【日】11月貿易収支
08：50　【日】11月経常収支
09：01　【英】12月BRC小売売上高
11：00　【中】12月貿易収支（時間不確定）
13：30　【日】12月企業倒産件数
14：00　【日】12月景気ウォッチャー調査
16：00　【スウェーデン】12月PES 失業率
16：00　【独】12月卸売物価指数
17：30　【スウェーデン】12月消費者物価指数
18：30　【英】12月消費者物価指数
18：30　【英】12月小売物価指数
18：30　【英】12月生産者仕入価格
18：30　【英】12月生産者出荷価格
18：30　【英】11月ONS住宅価格
20：00　【ポーランド】12月消費者物価指数
23：00　【米】12月NFIB中小企業楽観指数
00：00　【米】11月JOLT労働調査[求人件数]
00：00　【米】1月IBD/TIPP景気楽観指数
04：00　【米】12月財政収支

1/13　主要会議・講演･その他予定

・ミネアポリス連銀総裁 講演

・米10年債入札

2015/1/12（月）

＊LD高安は東京クローズ～NYオープンまでの高安

アジア主要株価

シンガポールST指数

日経平均

ハンセン指数

上海総合

韓国総合指数

 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 
ドル/円 119.20  ユーロ/円 140.53  ユーロ/ドル 1.1791 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6520.19 +19.05 ダウ INDEX 
FUTURE 17726 +77  

 

仏 CAC40 4243.39 +64.32 S&P500 
FUTURE 2044.80 +9.50  

 

独 DAX 9798.13 +149.63 NASDAQ 
FUTURE 4219.00 +18.25 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、原油価格の下げ幅が拡大した

ことから、エマージング通貨やクロス円が売られており、円が主要通貨に対して堅調な動きとなっている。 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17760.55 +23.18 

ナスダック 4713.05 +8.98 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

0：10 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

12月米労働市場情勢指数 6.1（前回 5.5） 

前回発表の2.9から 5.5に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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0：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4Qカナダ企業景況感調査[予想売上] 8.00（予想 29.00・前回 35.00） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

0：35 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油価格の下落が続いていることを受けて、エネルギー・セクターの株価が大きく下落してお

り、主要株価も軒並み下落となっている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）OECD（経済協力開発機構）が発表した加盟国の景気先行指数は100.5（前月100.4）と、小幅上昇となった。

欧州最大の経済力を持つドイツでは失速の兆しが見られたが、OECD全体やユーロ圏の見通しは安定している。ドイ

ツの先行指数は99.5（前月99.6）、イタリアは101.0（の 101.1）と前月から低下した。一方、フランスは100.3

（100.2）から改善した。ユーロ圏の先行指数は 100.6で変わらずとなった。中国の指数は 99.3（99.2）、インドは

99.5（99.3）と上昇となったが、英国は100.3（100.4）、ロシアは 99.8（100.2）と低下、また米国は 100.4（100.4）、

日本は 99.8（99.8）と横ばいとなった。 

 

 

（2）コンファレンスボード（全米産業審議会）が発表した 2014年 12月の雇用トレンド指数は128.43と、前月比

+0.5％となり、前年同月比では+7.5％となった。2014年11月の指数は当初発表の123.24から 127.83に上方修正さ

れた。 

 

 ①コンファレンスボードのマクロ経済・労働市場リサーチマネージングディレクターは「雇用トレンド指数の改

善は 15年上半期を通して急速な雇用の増加が続くことを示唆している。労働市場がさらに引き締まるのに伴って、

賃金の伸びも加速する」と述べた。 

 

 ②雇用トレンド指数は、コンファレンスボードの消費者信頼感指数の就労関連指数や失業保険申請件数など、雇

用に関する8つの指数を基に算出する。 

 

 

（3）米 FRBが発表した昨年12月の労働市場情勢指数は+6.1ポイントとなり、前月の+5.5ポイントから上方修正さ

れた。なお、11月か当初の+2.9から+5.5に上方修正されている。労働市場情勢指数は、19種類の統計を基に算出

される。失業率と民間 部門の雇用者に重点が置かれており、労働参加率や賃金、雇用・解雇なども考慮される。FRB

は、指数を公表せず、毎月の変化率のみ発表する。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6501.42 +0.28 

仏 CAC40 4228.24 +49.17 
独 DAX 9781.90 +133.40 

ストック欧州 600 指数 339.87 +1.94 
ユーロファースト 300 指数 1357.09 +8.51 
スペイン IBEX35 指数 9797.50 +78.50 

イタリア FTSE MIB 指数 18349.15 +172.06 
南ア アフリカ全株指数 48468.39 -482.11 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ECBによる量的金融緩和への期待が株価を下支え、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、英 FT100

は、原油の一段安を嫌気して石油関連株が売られたことから、小幅高となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17673.93（-63.39）、 S&P500 2032.87（-11.94）、 ナスダック 4673.63（-30.44) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、原油価格が再び下落に転じたことで、低いインフレ率が続くとして米 FRBによる

利上げの前倒し観測が後退し、買いがやや先行した。米国株の下落を受けて逃避的な買いも相場を下支えした。た

だ、米 3年物国債入札を控えてポジション調整の売りも出て、上げ幅は限定的となった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.53％（前週末2.53％）、10年債が 1.94％（1.95％）、7年債が1.72％（1.73％）、5

年債が 1.41％（1.42％）、3年債が 0.91％（0.92％）、2年債が 0.56％（0.56％）。 

 

 



 

                       
 

5 
 

≪欧州のポイント≫  

 

①ECBはQE（量的緩和）に踏み込むうえで、ECBが国債を買い入れ、ユーロ圏全体でリスクを共有すると同時に、各

国中銀による国債買い入れも行うという、2段階方式でのリスク分担を検討していると関係筋が明らかにした。関係

筋によると、ECBが今月22日の理事会を前に、消費者物価の下落や、デフレリスクの拡大に対応すると決めた場合

に取り得る手段として準備している措置にQEが含まれている。 

 

②ECB理事会は、定例の金融政策以外の問題を話し合う会合を開催し、夕食を取りながら現状について協議した。1

人の中銀筋は、QEの必要性について、「これまでよりも明らかに意見の一致がみられた」と指摘。ただ、QEの額や、 

無制限にするかどうか、リスクを共有するかどうかなどの問題については、見方が依然として分かれていると述べ

た。また、もう1人の中銀筋によると、協議された選択肢の1つは、ECBが QEプログラムの一定の割合について国

債を買い入れ、デフォルトが発生した場合はユーロ圏各国が ECBへの出資割合に応じてリスクを共有し、プログラ

ムの残りの額は各国の中銀がそれぞれの責任で買い入れを実施するという案だった。 

 

③フランス中銀は、月報で2014年第 4・四半期の GDP予想を前期比+0.1％とし、前月から据え置いた。月報による

と、12月の鉱工業部門の景況感指数は 96と、前月の97から低下した。サービス部門の景況感指数は 91と、11月

の 93から低下した。 

 

④トルコの財務相は、2014年の経済成長率は 3％程度になる見込みだと明らかにした。政府が目標とする3.3％を下

回る。また、2014年の財政赤字が 245億リラ（107億ドル）となり、GDP比で 1.4％となる見通しだと述べた。 

 

⑤ギリシャの世論調査で最大野党・急進左派連合（SYRIZA）が依然としてリードし、その差をサマラス首相が縮め

られないでいる。調査では、ツィプラス党首率いる SYRIZAの支持率は 28.1％、サマラス首相の新民主主義党（ND） 

が 25.5％となり、野党が 2.6ポイント、別の調査でも 3.2ポイント上回っている。 

 

 

3：00 

≪米財務省 3年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・0.926％（前回 1.066％） 

最低落札利回り・・・・・0.835％（前回 0.965％） 

最高利回り落札比率・・・85.18％（前回 95.33％） 

応札倍率・・・・・・・・ 3.33倍（前回 3.24倍） 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前週末比 16.70ドル高の 1オンス＝1232.80ドルで取引を終了した。 

 

 

5：15 

NY原油は、中心限月が前週末比 2.29ドル高の1バレル＝46.07ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1232.80 +16.70 

NY 原油 46.07 -2.29 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、原油安が世界経済に悪影響を与えるとの懸念が広がり、比較的安全な資産とされる金を買う動きが優勢

となった。また、ドルが主要通貨に対して下落し、ドル建てに割安感が出たことも材料視され、終値ベースで昨年

10月下旬以来、約3ヵ月ぶりの高値水準となった。   

 



 

                       
 

6 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、世界的な供給過剰への懸念が強まる中、米金融大手が原油価格の見通しを引き下げたことが嫌気され、

売りが優勢となった。そして、一時2009年4月以来約5年9ヵ月ぶりに1バレル＝45ドル台をつけ、終値ベースで

も 2009年4月以来の安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17640.84 -96.53 17793.88 17571.58 

S&P500 種 2028.26 -16.55 2049.30 2022.58 

ナスダック 4664.71 -39.36 4715.81 4650.66 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、原油価格の下落が続いていることを受けて、エネルギー・セクターの株価が大きく下落しており、

主要株価は軒並み下落となった。ダウ平均株価は、序盤は堅調な動きとなり、一時前週末比で 56ドル高まで上昇し

たものの、原油価格が下げ幅を拡大したことから、165ドル安まで下げる場面もあった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 118.33  119.21  118.13  
EUR/JPY 140.02  140.61  139.75  
GBP/JPY 179.57  180.43  179.19  

AUD/JPY 96.52  96.98  96.38  
NZD/JPY 92.07  92.37  91.73  

EUR/USD 1.1835  1.1847  1.1790  

AUD/USD 0.8157  0.8170  0.8131  
   (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、原油価格や米株価が下落したことを受けて、投資家のリスク回避の動きが強まり、ドル円・クロ

ス円は軟調な動きとなった。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に

加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま

すが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一

切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 

 


